淡江大學九十七學年度第二學期課程教學計劃表(格式一)
科目中文名稱：日本文章表現論
授課教師：落合由治          

	開課班級
	日文系eq \o(\s\up 6(系),\s\do 6(所))(日、夜、研)一年A班
	必選修
	選 修

	學分數
	 2   學分 2   小時（ 單、上、下 學期   2 學分）
	先修科目
	

	教學內容
及進度
	週次
	月／日
	內容

	
	第一週
	2／19
	文章論表現論研究略史（20世紀前半）

	
	第二週
	2／26
	文章論表現論研究略史（20世紀後半）

	
	第三週
	3／5
	記号論文章論表現論研究法

	
	第四週
	3／12
	検討文章構成text analysis1１

	
	第五週
	3／19
	検討文章構成text analysis1２

	
	第六週
	3／26
	検討文章構成text analysis1３

	
	第七週
	4／2
	教育観察日

	
	第八週
	4／9
	検討文章構成text analysis1４

	
	第九週
	4／16
	検討文章構成text analysis1５

	
	第十週
	4／23
	自由討論日

	
	第十一週
	4／30
	欧米テクスト論談話研究研究案内

	
	第十二週
	5／7
	文章論表現論研究論文読解１

	
	第十三週
	5／14
	文章論表現論研究論文読解２

	
	第十四週
	5／21
	文章論表現論研究論文読解３

	
	第十五週
	5／28
	端午節

	
	第十六週
	6／4
	文章論表現論研究論文読解４

	
	第十七週
	6／11
	文章論表現論研究論文読解５

	
	第十八週
	6／18
	レポート作成・討論日

	講授方式
	○
	課堂講授
	○
	分組討論
	
	參觀實習  
	○
	其他（上台發表）

	教學設備
	○
	電腦
	○
	投影機
	
	其他（　　　　　　　）

	教材課本
	使用印刷品的資料；今学期主題：読解分析現代小説或随筆作品結構
今学期は日本の現代作家・村上春樹の短編集あるいは日本の現代の随筆家・向田邦子の作品を選んで、よく用いられる表現形式に注目しながら短編の作品構成あるいは作品内での表現形式のはたらきについて考察します。その後は関係する先行研究と自分の着眼点を関連させて、研究の方向性に道筋をつけます。

	參考書籍
	泉子・Ｋ・メイナード（1997）『談話分析の可能性』くろしお出版

橋内武（1999）『ディスコース』くろしお出版

泉子・Ｋ・メイナード（2004）『談話言語学』くろしお出版
佐久間まゆみ編（2003）『朝倉日本語講座７文章・談話』

	批改作業篇數
	
	備  註
	本欄位僅適用於所授課程需批改作業之課程教師填寫。

	成績考核方式
	○
	平時成績：上課發表一次30％
	
	期中成績：％
	
	學期成績：％

	
	○
	讀書報告：50％
	○
	其他（出席率）：20％無故缺席嚴格扣分

	備考
	1.本表格式請參考使用，教學計劃表格有兩種，授課教師可至教務處網頁各項表單中取得，任擇一種使用。2.自製格式請具備上述項目。3.教學計劃表上傳步驟：請從教務處網頁依「教學計劃表上傳」指示進入。4.依85學年度第2學期學生事務處會議校長指示：各授課教師請務必舉行期中考試。


